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＜参加学会の概要＞ 
 報告者は、2013 年 7 月 30 日から 8 月 5 日にかけて、アメリカのハワイ州ホノルル市で開

催された 2013 Society for Consumer Psychology Summer Conference に参加し、発表を行っ

た。 
 Society for Consumer Psychology は、消費者心理の研究者のグローバルな団体であり、世

界最大の心理学学会である American Psychological Association（APA）の 23 番目の Division
である。1962 年に設立後、毎年 2 回の大会（Summer と Winter）を開催し、また『Journal 
of Consumer Psychology』という消費者心理の国際ジャーナル誌を出版している。Summer 
Conference（夏の大会）は APA の Annual Convention の一部として開催されるため、APA
に関係する研究者と議論したり、ネットワーキングしたりすることが可能であり、それが夏の

大会の魅力の一部である。 
 
＜得られた成果＞ 
 本学会に参加することで、以下 3 点において、成果を得ることができた。 
（１）研究内容に対するフィードバック 
 本学会で発表した研究は、日本人と中国人における自己贈与消費の違いとそのメカニズムを

検証したものである。従来の消費者行動の文化比較研究では、主に欧米と東アジアの差異に焦

点を当て、東アジアを画一的なものとして捉え、東アジア内の消費者行動の差異を捉えるのに

十分な枠組みを提供してこなかった。そこで本研究の最終目的としては、東アジアにおける消

費者行動の文化差とそのメカニズムを明らかにすることにあり、その第一歩として、日本人と

中国人に見られる自己贈与消費の違いを取り上げた。 
 本学会で得られた重要なフィードバックのひとつは、本研究の意義が欧米でも認識されるで

あろうという感覚を得られたことである。日本人や中国人などの東アジア人にとっては、東ア

ジアを画一的なものとして捉えるのではなく、東アジア内の消費者行動の差異についてもきち

んと理解することは重要なことだが、欧米人にとっては、さほど重要ではない可能性もあった。

Society for Consumer Psychology というグローバルな学会に参加する研究者に「面白い」研

究であると認識してもらえたことは、本研究を進める上で、重要な転換期となった。 
（２）国内外の心理学・消費者心理学の研究者とのネットワーキング 
 私の研究テーマは、「消費者行動に対する文化の影響」であるが、このテーマを推進してい

く上では、グローバルな研究者とのネットワーキングが必要不可欠である。例えば、データを

日本だけではなく、さまざまな国で取っていく必要があるが、その際にネットワーキングが大

きな助けとなる。そのため、本学会に参加することで、国内外のさまざまな心理学者や消費者



心理学者と交流を深められたことは、今後の研究に多いに役に立つであろう。 
（３）『Journal of Consumer Psychology』（JCP）への投稿の手がかり 
 本学会のセッションのひとつに、「Meet Associate Editors From the Journal of Consumer 
Psychology」があり、JCP の副編集長から直接、投稿に関するさまざまな情報を入手すること

ができた。私の今後の目標のひとつに、海外ジャーナル誌への投稿があり、JCP はぜひとも投

稿したいジャーナルであるため、本セッションに参加できたことは非常に有意義であった。本

セッションで得た情報を、論文投稿に活かし、今後の活動につなげたい。 
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